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１．目的

天敵は化学農薬と比較して，また作目・栽培環境が多様な日本では北ﾖｰﾛｯﾊﾟと比較して，さまざま

な要因による防除効果のふれが大きいため，天敵の使用方法が難しく，普及が遅れている。したが

って，日本における天敵普及のためには，ｲﾝﾌﾗ整備として利用事例を蓄積してﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するとと

もに，そのﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを活用した利用者への支援体制を構築することが最も効果的であると考えられ

る。そこで，天敵利用のための情報蓄積・支援ｼｽﾃﾑを整備し，その利用・普及を図る。

２．方法および結果の概要

(1) 組織:２月に12名で構成されるﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟを発足し，ｼｽﾃﾑを天敵IPMﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(略称天敵ｶﾙﾃ)，ﾜｰｷ

ﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟを天敵ｶﾙﾃ企画幹事会(以下幹事会)とﾈｰﾐﾝｸﾞし，企画調整等の実務は原則として電子ﾒｰﾙで行

うことにした。その後ﾒﾝﾊﾞｰを拡充し，12月現在の幹事会構成ﾒﾝﾊﾞｰは21名(都道府県試験場・防除所10

名，農水省４名，大学４名，日植防１名，企業２名)である。なお，幹事会は12月現在，非営利組織(予

算上の制約を受けない非公的組織)である。*IPM: Integrated Pest Management。

(2) 基本方針:ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽは｢利用｣がｷｰﾜｰﾄﾞであり，利用されないﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽは無意味である。このため，ｼ

ｽﾃﾑの基本を Linux をﾓﾃﾞﾙとしたｵｰﾌﾟﾝｿｰｽ，かつ，さらに先鋭的なｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀとし，一般参入による随

時改良型を志向している。なお，ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀとした場合は著作権が問題となるが，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上の著作権自

体が現在著作権法専門家による議論中であり，今後の展開が予想しきれないため，現時点では著作権が

ﾃﾞｰﾀ提供者にあることを明示した上で，ｼｽﾃﾑ･ﾃﾞｰﾀの利用には原則として制約を設けない方針である。

また，成功事例より失敗事例を重視し，失敗事例を利用方法の改善，研究へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸに結びつける

ことを目指している。

(3) ｼｽﾃﾑ概要(第１図):情報蓄積ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ(右)---①～⑤ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽとその利用手順。支援ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ(左)---

⑥ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ，⑦天敵IPMｶﾞｲﾄﾞ(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ利用のための自習書)，⑧天敵IPMﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ(以下天敵IPMML；

情報共有・交換のためのﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ)，⑨天敵IPMｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ(現地圃場への天敵導入のための助言者ｸﾞﾙｰﾌﾟ)，

⑩各種資料。なお，一般公開時点においては，⑨天敵IPMｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰは天敵IPMML(５月に専門家約70名に

よりﾃｽﾄ的にｽﾀｰﾄさせた)で機能を代替させ，徐々に整備を図る。なお，現時点では運営のための予算は

なく，農水省ｻｰﾊﾞｰを利用し，また維持管理の労力ｺｽﾄを可能なかぎり小さくするよう工夫している。ま

た，ｵｰﾌﾟﾝｿｰｽであることから，公開時の完璧なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞは不要であり，ﾃﾞｻﾞｲﾝや天敵IPMｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸも含

め，一般の参入・改良提案を広く受け入れて随時改訂を行う。

(4) 対象:天敵普及の中核をなす改良普及員，病害虫防除所員，農協営農指導員，天敵企業・販売店ｽﾀｯ

ﾌ，および意欲ある農家を主対象と位置づけ，彼らが最も利用しやすいｼｽﾃﾑの構築を目指している。副

対象としては国公立試験場・大学等研究者，都道府県・農水省・環境庁等行政担当者，日植防・全農・

農薬工業会等関係団体ｽﾀｯﾌ，ﾏｽｺﾐ・消費者団体・一般市民等を想定している。

(5) 一般公開:12月現在，幹事会においてｼｽﾃﾑ構築・ﾃﾞｰﾀ入力・ﾃｽﾄを行っており，ｼｽﾃﾑ完成時に天敵IP

MMLにおいて１か月間ﾃｽﾄを行った後，ただちにﾃｽﾄﾗﾝの形で一般公開するとともにﾏｽｺﾐ等によりｱﾋﾟｰﾙす

る予定である。ｼｽﾃﾑの運営は当面は幹事会が行うが，主対象によるﾃﾞｰﾀ入力・改善提案が多ければ本ｼｽ

ﾃﾑが受け入れられたとみなし，仮称天敵ｶﾙﾃ運営委員会を設置して運営の整備を図る。

(6) 応用:天敵ｶﾙﾃのﾉｳﾊｳは同様の情報蓄積・支援ｼｽﾃﾑが有用なICM(総合的作物管理)，薬害情報等にも

応用が可能である(応用を期待している)。なお，天敵ｶﾙﾃが不成功に終わった場合(実際の利用が少なか

った場合)でも，得られたﾉｳﾊｳは今後，事例情報の共有化のあり方，ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｼｽﾃﾑのあり方に多大な影

響を及ぼすと予想される。
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                                                   情報蓄積サブシステム   

                                               (データベースとその利用手順)

①事例のカルテシートへの記入

②データベースへの登録

③ホームページでの公開

                支援サブシステム

⑥ユーザーズマニュアル

⑦天敵ＩＰＭガイド

⑧天敵ＩＰＭＭＬ ④事例の検索・天敵利用

⑨天敵ＩＰＭアドバイザー

⑩各種資料データベース

⑤新事例の記入

                                    第１図．天敵カルテ概要

３．今後の問題点と次年度以降の計画
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